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E'L 
JR. 

気

分

析

J¥、

の

道

問

題

一
故
ケ
イ
y
ズ
卿
三
入
八
一
一
丁
ー
一
九
四
六
)
竺
九
三
六
年
に

「
一
一
雇
用
・
割
壬
及
び
貨
幣
町
一
一
般
理
論
」
官
公
刊
L
て
以
米
、
経
済
学
は

所
謂
ケ
イ
ン
ス
革
命
の
体
験
を
経
な
が
ら
次
第
に
今
日
白
匝
視
的
経
済
学

の
体
系
を
と
と
の
え
て
き
た
。
乙
の
論
え
の
口
的
は
こ
の
よ
う
な
経
済
学

の
発
展
白
過
程
の
中
で
、
定
気
分
析
へ
の
道
を
別
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る。
=
と
こ
ろ
で
ケ
イ
ン
ズ
体
系
そ
の
も
の
は
、
静
学
的
均
衡
理
論
の
体

系
で
あ
り
、
更
に
短
期
的
均
衡
理
論
の
体
系
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
持
っ

て
し
た
こ
と
は
、
ケ
イ
ン
ズ
体
系
の
現
実
的
経
済
円
分
析
力
に
決
定
的
な

限
界
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ケ
イ
ン
ズ
以
後
の
経
済
学

が
ケ
イ
ン
ズ
体
系
の
勤
学
化
と
長
期
坦
論
化
の
方
向
に
そ
の
研
究
の
歩
み

を
進
め
て
い
っ
た
こ
と
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
亡
我
々
が

同
心
を
持
つ
今
日
の
景
気
分
析
の
理
論
も
、
こ
の
よ
う
な
ケ
イ
ン
ズ
体
系

の
動
学
化
と
長
期
理
論
化
の
過
程
の
中
で
次
第
に
そ
の
姿
を
と
と
の
え
始

景
気
分
析
へ
り
道

永

雄

友

育

め
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
ケ
イ
ン
ズ
体
系
り
勤
学
化
や
長
期
理
論
化
。
努
力
は
決
し
工
統

一
的
な
流
れ
の
中
に
お
い

τ進
行
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
抗
々
は
景

気
分
析
と
い
う
観
点
か
ら
次
の
三
つ
の
流
れ
を
と
り
あ
げ
た
い
。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
サ
ミ
コ
且
ル
ソ
ン
や
ヒ
ッ
ク
ス
の
流
れ
で
あ
り
、
第
二
に
カ

ル
ド
ア
白
流
れ
で
あ
り
、
第
三
に
ハ
ロ
ッ
ド
や
ド
l
マ
の
流
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
理
論
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
持
っ
て
今
日
の
巨
視
的
動
学
の
世

界
に
お
い
て
自
己
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
ζ

で
我
々
も
、
景
気
分

析
よ
い
う
側
面
に
焦
点
を
お
い
て
、
順
次
乙
れ
ら
の
流
れ
を
取
り
あ
げ
な

が
ら
、
ケ
イ
γ
ズ
以
後
の
経
済
学
の
展
開
を
追
跡

ιて
ゆ
き
た
い
。

註

ω
『
冨
同
旦
ロ

E-
〕
-
宮
町
馬
記
E
N
叶

ro弓
。
H
同
器
及
。
一
世
選
民
主

同
誌
な
語
句
N
Q
S
R
内
足
。
君
、
一

5
8
塩
野
谷
九
十
九
訳
「
雇
用
利
下

及
び
貨
幣
の
一
般
理
論
」
昭
和
六
年
。

ωυ
入
、
ケ
イ
ソ
ズ
体
系
の
革
本
構
造
内
理
解
白
仕
万
は
諸
家
に
上
り

幾
分
異
コ
て
い
る
。
例
え
ば
、

】
岡
田
巨
匠
也
旨
同
円
。
1
M
g
m
vロハ同

Z
O
E
2
E
2
3
=
〉

第
九
寸
三
巻

r
l

五

五
五

第
一
号



強
気
分
析
へ
の
近

山
戸
恒
常
切
件
。
仏

p
t
4
E
Z
c
o
p
H
U
U戸

E

国
号
子
3
2
2
m
r

叶
君
。
3
4
L
P
N
E送、

b
a
宣
言
m
m
c
p
z
z♀
0仏
民

O
H
F
o
p
日
0

2nmwHH
開
uoロ
。
日
巨

h
v
E。
戸
伊
丹
5
ロ
ヴ
叫

J
J

問
己
E
Z
m
wロ
仏
国
間

同同
μ-⑦
〕
〉
戸
由
日
ロ

C
F
E
m合唱

d
z
z
E。
。
ご
ロ
件
。
目
見

E
色
丹
げ
の
凸
句
作
H自
U
E

HVHC同
出
ロ
ω
存
可
件
。
円
。
μω
ロ
ヨ

P
]戸田一首姐
HP
町内
R
E
N
S
h句
ミ
N
国
忠
告
S
E
h同

町い
y
h
N
G
H
b
E
ミ、

m
o
r
n
t巳
ヴ

〈

mw
門
。

E
E
E
2
0
H
F
O
〉
E
O

H
M
g
目
何
一
己
ロ
o
日
E
V
5
0
2
m
w
t
c
p
H
C
印。

】

1
h
r
ω
m
vヨ
ロ
巴
ω
。
ロ
ヨ
ム
可
。
立
g
n
N
D
N
N
2
Z
G
H
h
h
G
S
O送
E

A
噌

NRNNHgp

Hhvh中
『
沼
町

N叶
。

し
か
し
ケ
イ
ン
ズ
件
系
山
中
絞
U
来
数
珂
論
に
集
約
さ
れ
る
む
こ

の
fM
に
つ
い
て
は
、
菱
山
県
「
j

M

・
ケ
イ
ン
ズ
L

ハ
経
済
セ
ミ

ナ
ー
、
一
九
六
一
年
一
一
一
月
号
)
。

第
一
一

ω流
れ
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一
第
の
流
れ
は
ケ
イ
ン
ズ
体
系
を
勤
学
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
投

資
は
加
速
度
原
理
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
み
る
立
場
で
あ
る
。
次
に
こ

の
立
場
町
一
所
説
を
二
人
の
学
者
に
つ
い
て
み
た
い
。

=
十
ミ
ユ
エ
ル
ソ
ン
は
有
効
需
要
(
ナ
、
ユ
エ
ル
ソ

γ
は
ζ

れ
を
悶

民
所
得
と
よ
ぷ
)
を
Y
、
消
裂
を
じ
、
政
府
交
出
を

g
、
限
界
消
投
開
山

を
α
、
投
資
を
l
、
加
速
度
係
数
を
固
と
し
、
ポ
下
の
添
字
で
刻
間
を
一
部

〉

し
て
、
次
の

t
う
な
体
系
を
桜
一
目
し
た

u

第
九
十
=
巻

五
ノ、

第
一
苛

五
六

可
mHHhh十
円

"

+

H

h

(

』

)

{

出

「

門

vhHUS吋明凶

(N)

一LPHHE[円
n

l

h

h

H

]

(

〕
)

こ
し
で
加
速
度
を
一
市
す
も
り
が
例
式
で
あ
る

n

消
点
灯
需
要
の
増
加
が
投
資

を
よ
び
お
こ

L
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
消
費
需
賓
が
減
少
す
れ
ば
投
資

は
負
と
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
投
資
は
消
費
蛸
加
に
正
確
に
比
例
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
加
速
度
は
線
問
加

d
度
主
よ
ぶ
べ
き
も

の
で
あ
る
。
(
第
一
図
参
問
。
般
質
は
商
綜
で
一
不
さ
れ
、
そ
の
勾
配
は
ハ
ロ

で
あ
る
)
と
の
よ
う
に
線
抱
加
速
度
に
」
る
投
資
の
決
定
を
考
え
る
白
が

サ
ミ
コ
エ
ル
ソ
ン
図
式
の
特
色
で
あ
る
。

更
に

ω式
古
川
W
式
に
代
入
す
る
色
、

hhHH
主
[
同
oaH
州
、

hm]

L 

図

(と

と
な
る
こ
E
よ
り
明
ら
か

な
k
う
に
、
サ
ミ
立
エ
ル

ソ
ソ
の
投
資
は
、
結
局
は

前
期
に
お
け
る
有
効
霊

の
増
加
に
正
確
に
比
例
す

る
と
と
に
な
る
n

(

第
二

凶
参
照
。
投
資
口
出
線
で

一
川
さ
れ
、
そ
り
勾
配
は
吋

で
一
目
さ
れ
る
。
)

ど
こ
で

ω式
主
制
式
と

1 第



の s 存
を、せ
周 加 ず

る重量
と係問
、数毎

をに
ψ 増
と 1JII
L L 
、て

そゅ
のく
他独
の京
記投
号資
はを
サ A 併で有が の変のサらを

、Lは効提三で勤有ミれ (1)
ユ|眠いこ需示 あ径効ユる式
エ界)才し要し次る院需エ式に
ル貯のは(たに。が裂ノレに代
ソ蓄変産ヒ体ヒ 昨のソよ入
ン性化1-1-¥ッ系ッ 定時ンつ L
の向に孟;クはク す rm体てで
もを依にス、ス る的系、 1-e子

YI_l-Yt_Z 

L 

第 悶2 

出
l
h
n
+
町

"

+

L

P

(

日
)

E
R
h
H
Q
1句
)
〕

F

H

(

ロ)

F
I又
同
町
l

ド

出
l
白

)

(

叶

)

と
し
て
一
目
さ
れ
三
円
。
こ
こ
で
の
別
式
が
ヒ
ヅ
グ
ス
体
系
に
お
け
る
加
速
度

で
あ
る
が
、
例
式
で
み
る
か
ぎ
り
そ
れ
は
ナ
、
、
ユ
エ
ル
ソ
ン
の
例
式
主
形

式
上
は
同
一
白
線
型
加
速
肢
で
あ
る

E

し
か
し
サ
ミ
ユ
エ
ル
ソ
ン
の
体
系

で
は
こ
の
線
型
加
速
度
が
そ
の
ま
ま
に
作
用
す
る
が
、
ヒ
γ

ク
ス
に
あ
っ

て
け
事
情
が
興
る
@
寸
な
わ
ち
ヒ
ッ
ク
ス
は
有
効
名
実
が
上
井
す
る
渦
程

UM
気
丹
析
へ
の
泊

で
は
め
式
の
線
型
加
速
度
に
よ
っ
て
誘
発
投
資
の
劫
き
を
説
明
す
る
が
、

有
効
需
要
の
低
下
す
る
過
程
で
は
、
そ
の
低
下
敏
治
あ
る
大
い
き
以
上
に

な
る
主
誘
発
投
資
は
こ
の
例
式
に
依
蜘
し
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
別
式

に
」
る
か
ぎ
り
有
効
F
鼎
立
の
侭
下
す
る
過
程
で
は
誘
発
投
資
は
負
に
な
る

が
、
こ
の
負
の
一
投
資
は
資
み
の
更
新
の
中
パ
山
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
有
効
需
要
の
低
下
傾
が
あ
る
大
い
さ
以
上

rな
る
と
例
式
の

3
 

示
す
仙
腕
型
加
速
度
の
示
す
よ
う
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
て
し

て
こ
む
と
シ
」
は
有
効
需
要
む
低
下
に
よ
る
マ
イ
ナ
九
の
誘
発
投
資
の
絶
対

他
は
減
価
償
却
額
の
最
大
限
以
上
に
は
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
含
め
て
加
速
度
を
考
え
る
な
ら
ば
、

4
 

こ
の
よ
う
な
加
速
度
は
非
線
型
加
速
度
と
よ
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
(
第

コ
同
参
照
。
有
上
り
の
百
組
部
分
の
勾
配
は
ψ

で
あ
り
、
一
川
は
減
価
償
却

相
の
最
大
阪
で
あ
る
。
)

ζ

れ
が
ヒ

y
ク
ス
に
お

け
る
如
速
度
原
理
の
特

色
で
あ
る
。

Yt-l-Y~_2 

L 

，a 

前 悶3 

と
と
ろ
で
ヒ
ヴ
ク
ス

体
系
で
は
、
加
速
度
に

よ
っ
で
説
明
さ
れ
る
誘

発
投
資
の
外
に
、
期
間

毎
に
成
長
し
て
ゆ
く
独

立
投
校
が
体
系
の
外
よ

第
九
寸
二
杏

五
じ

第
一
円
巧

iL 
七



景
気
分
析
へ
り
引

り
与
え
ら
れ
て
い
る

d

と
れ
は
ヒ
ッ
ク
ス
体
系
で
の
も
う
一
つ
の
一
泊
色
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ヒ
ッ
ク
ス
体
系
白
描
く
変
動
は
成
長
と
共
に
生
じ

る
も
の
と
な
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
独
立
投
資
そ
の
も
の

はいし
y

ク
旦
体
系
の
中
で
は
未
説
明
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意

5
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
己
で
川
W
式
と

ω式
と
か

ω式
に
代
入
し
て
得
ら
れ
る
式
が
、
独
立
投

資
白
期
同
毎
の
成
長
と
、

ω式
に
つ
い
て
O
既
述
の
制
限
と
を
前
提
に
し

な
が
ら
、
ヒ
ッ
ク
只
体
系
で
の
有
効
市
史

l
産
山

E
の
州
問
的
変
動
径
協

を
確
定
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

更
に
ヒ
V

タ
ス
は
加
速
区
係
数
の
値
が
十
分
に
大
き
く
て
体
系
の
変
動

が
発
散
型
白
進
行
を
市
す
」
う
な
も
の
で
あ
る
ζ

と
を
↑
剛
健
し
、
更
に
上

昇
限
界
線
を
完
全
雇
用
。
ボ
ト
ル
・
ネ
γ

ク
に
よ
っ
て
規
定
す
る
こ
L

とに

よ
っ
て
、
発
散
型
の
変
助
を
有
限
の
振
幅
で
り
変
動
に
押
し
も
ち
め
て
い

る
。
こ
の
こ
と
も
又
ヒ
ザ
ク
ス
体
糸
白
特
色
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ど
の

こ
と
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

四
乙
の
第
一
の
流
れ
の
特
色
は
、
誘
発
投
資
の
需
要
の
決
定
さ
れ
る

様
式
を
加
速
度
原
辿
に
よ
っ
て
説
明
L
.
乙
の
投
資
需
要
を
含
む
有
効
需

要
全
体
。
勤
き
が
景
気
変
動
で
あ
る
と
し
て
い
る
左
乙
る
に
あ
る
。
と
乙

ろ
で
サ
ミ
ユ
エ
ル
ソ
ン
の
加
速
度
版
迎
よ
り
は
ヒ
y
ク
マ
(
の
加
速
度
原
理

の
万
が
よ
り
現
実
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
我
々
は
、
こ
の
流
れ

の
理
論
を
吟
味
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ヒ
ヮ
ク
ス
の
体
系
に
焦
点
を
し
ぼ
り

た
い

第
九
十
三
巻

五
ノ1、

第
一
号

Ji 
ノk

第
一
の
吟
味
点
u

ヒ
ヴ
ク
ス
の
体
為
は
杭
按
的
に
は
有
効
需
製
(
ヒ
ッ

ク
λ

で
は
こ
れ
は
産
出
高
に
等
し
い
)
の
変
動
を
も
っ
て
景
気
変
動
と
す

る
体
系
で
あ
る
。
そ
乙
で
は
、
有
効
需
要
。
動
き
に
対
し
て
生
産
能
力
が

ど
り
よ
う
に
動
く
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
し
、
こ
の
両
者
白
勤
き

の
埴
離
の
演
ず
る
役
割
も
明
ら
か
で
な
い
。
こ
白
点
に
つ
い

τロ
ビ
ン
ソ

ン
は
、
ヒ
ヲ
グ
ス
白
理
論
は
「
産
山
山
高
の
需
要
に
た
い
す
る
生
産
能
力
の

関
係
と
い
う
主
要
論
点
に
つ
い

τは
は
な
は
だ
し
く
あ
い
ま
い
で
あ
伽
」

と
一
五
っ
て
い
る
し
、

ρ
l
ン
ズ
は
「
そ
れ
〔
ヒ
ァ
グ
ス
の
書
物
〕
は
有
効

重
要
の
役
割
を
強
調
し
て
い
る
が
、
有
油
供
給
の
組
織
よ
条
件
に
つ
い
て

は
実
際
上
何
も
語
っ
て
い
な
W
」
と
云
っ
て
い
る
。
成
程
加
速
度
に
よ
る

ま
負
の
投
資
は
生
産
能
点
を
有
効
需
要
に
過
応
さ
せ
よ
う
と
い
う
投
資

行
動
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
ヒ
ッ
グ
ス
の
加
速
度
は
こ
の
観
点
よ
り
一
歩

現
実
に
近
づ
い
た
も
り
で
あ
る
、
と
一
古
え
る
で
あ
ろ
し
刊
。
し
か
し
加
速
度

に
よ
っ
て
生
じ
る
投
資
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が
有
効
需
要
の
勤
き
に
調
和

し
た
生
産
能
力
白
存
在
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
又
こ
の
両
者
の

講
降
こ
そ
景
気
分
析
で
取
り
あ
げ
る
べ
き
点
で
あ
る
。
ヒ
y

ク
ス
で
は
こ

の
点
の
把
撞
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
吟
味
点
。
し
か
し
加
速
度
原
理
そ
れ
自
体
に
も
既
に
多
く
り
学

者
が
指
摘
し
た
問
題
が
あ
勺
。
こ
こ
で
は
た
だ
訟
の
こ
、
と
を
指
摘
し
た
い
。

す
な
わ
ち
、
生
産
能
力
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
投
資
が
お
こ
な
わ
れ
る
に

し
て
も
、
そ
の
投
資
は
有
効
需
要
の
増
加
分
に
の
み
比
例
す
る
と
い
う
保

証
は
現
実
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
投
資
は
数
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叶
R
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A
-
o
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P
P
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P
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同
2
5
S
N
h
H
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可
さ
也
、
ロ
宮
司
円
四
日

Y

E
司

∞

ωγ
∞九日目

回

口

出

E
r
s
p
p

巴
H
h
E
2

。P
〉

E

E
司
E
Z
Y
E己

目
U
1

2
ロ
oum
門
J

百
-
o
p
h
S
G司
令
号
、
同
同
町
C芯
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s
ζ

同
E
Z
P
J
m⑦
H
v
f
E山田、

日
V
匂

叶

ω日
I
J
目
白
山

古
山
秀
ト
古
「
経
済
法
動
引
前
心
研
究
」
第
二
吾
、
附
和
一
一
五
今
、

一
二
七
一
三
六
日
。

第
二
心
流
れ

一
ケ
イ
ン
メ
体
系
の
抗
光
の
第
令
一
の
流
れ
の
引
色
は
、
投
資
の
決
定

様
式
を
S
ヰ
型
訓
線
型
投
資
問
数
と
そ
の
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
把
握
し
よ
う

上
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

=
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
投
資
の
動
き
方
に
始
め
て
注
目
し
た
の
は

カ
レ
γ

キ
ー
で
あ
っ
士
。
カ
レ
ヴ
キ
ー
は
ケ
イ
ン
ズ
と
は
独
立
に
ケ
イ
ン

ズ
体
系
に
類
似
す
る
一
般
理
論
の
体
系
を
展
開
し
、
モ
の
中
に

s一
千
型
非

州
脱
却
一
投
校
図
数
と
そ
の
V

フ
ト
に
よ
っ
て
投
引
決
意
が
定
ま
る
と
い
う
考

2
 

え
を
導
入
し
て
景
気
変
動
の
過
程
を
説
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ケ

イ
ン
ズ
体
系
そ
の
も
の
に
こ
の
よ
う
な
投
資
決
定
の
あ
り
方
を
導
入
し
て

景
気
変
動
を
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
は
刀
ル
ド
ア
で
あ
る
。
我
々
は
ケ
イ

ン
ズ
体
系
の
拡
充
と
い
う
而
に
我
々
の
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
い
る
関
係
上
、

2
 

こ
こ
で
は
カ
ル
ド
ア
の
俳
系
を
L

乙
り
あ
げ
る
乙
、
と
に
す
る
。

三
ま
ず
カ
ル
ド
ア
は
粗
貯
者
間
数
を
前
回
図
の
よ
う
に
同
級
で
去
す
。

横
軸
は
有
効
需
要
(
H
H
閏
民
所
符
〕

Y
を
一
部
し
、
縦
酬
は
粗
貯
蓄
を
示
し

て
い
る
。
町
山
士
れ
線
が
粗
貯
蓄
出
数
で
あ
る
。

次
に
カ
ル
ド
ア
は
粗
投
資
函
数
を
筑
五
図
り
よ
う
に
考
え
る
。
枠
制
判
は

有
効
需
要
Y
で
あ
り
、
縦
軸
は
粗
投
資
ー
を
一
川
す
。
そ
し
て
汀
曲
線
が
粗

投
資
函
数
を
一
示
す
。
〈
以
下
投
資
に
つ
い
て
も
貯
帯
に
つ
い
て
も
「
粗
」

な
ゐ
形
容
詞
を
有
附
す

る
。
)
こ
こ
で
こ
の
汀

山
総
は
次
の
よ
う
な
特

色
を
持
っ
て
い
る
同
第

一
に
投
資
曲
線
の
中
間

部
分
的
一
勾
配
は
お
間
総

の
勾
配
よ
り
も
大
で
あ

り
、
第
二
に
投
資
曲
線

の
中
間
部
分
を
除
〈
右

上
方
的
一
部
分
と
左

1
万

の
部
分
と
の
勾
配
は
お

第
九
十
三
巻

/、。
範
一
号

S 

Y 

S 

S 

C 

l刻4 第

。



十
回
線
の
勾
配
よ
り
も

小
き
い
、
と
い
う
こ

主
で
あ
る
。
こ
の
汀

曲
線
が
、
我
々
が
こ

こ
で
い
う
5
字
型
非

線
型
投
資
胡
線
だ
あ

る
。
と
こ
ろ
で
カ
ル

ド
ア
に
お
け
る
も
う

一
つ
の
要
点
は
、
個

々
の
一
投
資
曲
線
は
資

本
量
一
定
の
前
提
の

下
に
拙
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
資
本
量
が
変
化
す
れ

ば
投
資
嗣
純
は
シ
フ
ト
す
る
主
い
う
三
主
で
あ
る
。
そ
の
シ
フ
ト
の
様
式

は
資
本
量
が
哨
加
す
れ
ば
投
資
曲
線
は
下
方
に
シ
ア
ト

L
、
資
本
量
が
減

少
す
れ
ば
投
資
曲
線
は
上
方
に
シ
フ
ト
す
る
と
い
う
こ
L

乙
で
あ
る
。
つ
ま

り
資
本
量
の
増
川
が
投
資
に
た
い
し
て
仰
庄
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
、
資
本

量
の
減
少
は
投
資
に
た
い

L
て
促
進
的
な
作
用
を
及
ぼ
1
て
い
る
の
で
あ

る。

I 

Y 

第 図5 

J 

I 

O 

こ
と
で
投
資
山
線
が
非
線
型
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
カ
ル
ド
ア
の
説

明
は
次
の
よ
う
で
あ
る
ω

ま
ず
有
効
需
要
の
水
準
が
低
い
場
合
に
は
非
常

に
沢
山
り
過
剰
生
産
能
力
が
あ
る
の
で
、
有
効
畳
間
要
の
増
大
は
さ
仕
ど
沢

山
り
投
資
を
刺
戟
し
沿
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
投
資
曲
線
の
勾
配
は
小
さ
く

景
気
分
析
へ
り
道

L 

L 

k 

正S

第
九
J
l
三
岳

/、

第

号

A 

第

Y 

同

S 

O 

ノ、



景
気
分
析
へ
の
道

な
る
の
で
あ
る
。
次
に
有
効
需
要
の
水
票
、

SEに
高
い
場
合
に
は
、
建

設
費
の
上
国
間
晶
、
生
産
費
の
上
井
や
資
本
借
人
に
あ
た
っ
て
の
困
難
性
の
増

加
の
た
め
に
有
効
需
要
は
増
大
し
て
も
企
業
者
は
従
来
ほ
ど
急
速
に
投
資

を
哨
加
せ
し
め
な
く
な
る
で
あ
る
う
か
ら
、
投
資
曲
線
の
勾
配
は
小
き
く

な
る
の
で
あ
る
。
以
止
の
二
つ
の
事
情
が
投
資
制
線
を
S
字
型
な
ら
し
め

る
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
土
う
な
貯
蓄
前
線
と
投
資
曲
線
と
に
よ
っ
て
カ
ル
ド
ア
は
長

気
の
変
動
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
ロ
第
六
図
で
は
杭
軸
は
有
効
需
要
Y

で
あ
り
、
縦
軸
は
組
貯
蓄
S
と
組
投
資
ー
を
表
す
。
こ
こ
で
即
の
点
線
は

粕
投
資
が
更
新
投
資
に
有
し
い
水
準
を
表
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。
つ
ま

り
聞
の
上
で
は
純
投
資
は
零
で
あ
る
。

さ
て
最
初
に
経
済
が
h
の
点
に
あ
っ
た
と
す
る
。
投
資
は
同
蓄
を
超
え

て
い
る
の
で
経
済
は
叫
紋
上
を

f
tで
進
む
。
こ
の
ー
で

H
U
的
と
ほ
っ

て
均
衡
が
成
立
す
る
が
こ
の
均
衡
は
短
期
的
で
あ
る

D

何
故
な
ら
ば
、
純

投
資
が
正
で
島
る
た
め
に
資
本
量
が
や
が
て
増
大
し
、
投
攻
曲
線
は
下
方

に
シ
フ
ー
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
る
之
均
衡
点
は
投
資
耐
識
の
下
方
シ
フ

ト
と
共
に
出
者
直
線
に
そ
っ
て
左
干
方
に
移
動
す
る
。
そ

L
て
そ
れ
は
や

が
て
F
点
に
達
す
る
。
こ
こ
で
も
投
資
山
線
は
下
方
に
ジ
フ
ト

L
ょ
う
と

す
る
が
、
そ
う
な
る
k

H
八
h

と
な
る
の
で
、
経
済
は
叫
線
上
を
辿
っ
て

A
点
に
至
る
。
こ
の
A
点
で
は

H
H
M
E
た
っ
て
均
衡
が
成
立
す
る
が
乙

の
均
衡
は
短
期
的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
純
投
資
が
負
で
あ
る
た
め
に
資

京
宣
は
や
が
て
減
少
し
、
投
資
仙
線
は
上
方
に
シ
フ
ト

L
始
め
る
か
ら
で

第
九
寸
=
巻

第

号

あ
る
。
す
る
と
均
術
点
は
投
資
曲
線
的
上
方
シ
フ
ト
と
共
に
貯
蓄
匝
線
に

ぞ
っ
て
右
上
万
に
移
動
す
る
。
ノ
L

し
て
そ
れ
は
や
が
て
C
点
に
達
す
る
ロ

こ
こ
で
も
投
資
曲
線
は
J
方
に
シ
フ
T
し
よ
う
E
す
る
が
、
そ
う
な
る
と

H
V
町
と
な
る
の
で
経
済
は
砧
線
上
を
拙
っ
て
B
点
に
字
句
。
こ
の
β

点

で
は

LFM
と
な
っ
て
均
伽
が
成
立
す
る
が
、
こ
の
均
衡
は
短
期
的
で
あ

る
。
何
故
な
ら
ば
純
投
資
が
江
ん
で
あ
る
た
め
に
資
本
量
は
や
が
て
明
大

L
、

設
資
曲
線
は
下
方
に
シ
ア
ト
す
一
。
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
景
気

変
動
は
く
り
返
さ
れ
て
ゆ
く
主
刃
ル
ド
ア
は
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
ζ

で
は
釘
六
凶
白
太
川
献
の
〉
。
回
同
と
い
う
軌
道
が
封
気
変
動
の
終
局
的
な

軌
泣
に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
軌
道
の
上
に
な
い
古
川
よ
り
山
発
す
る
経
済

過
記
も
粍
局
は
こ
の

p
b一
ロ
吋
の
軌
道
の
上
に
乗
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
た
だ
経
鴨
川
が
C
点

rあ
る
時
に
は
、
和
投
資
は
更
新
投
資
に
等
し
く
、

L
た
が
っ
て
純
投
資
は
零
で
あ
る
の
で
、
経
済
は
長
期
均
衡
の
状
態
に
あ

る
が
、

C
点
よ
り
少
し
で
も
離
脱
す
れ
ば
、
経
済
は
景
気
変
動
の
過
程
に

入
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、

c
点
で
は
投
資
曲
線
の
勾
斑
は

貯
山
帝
国
仙
献
の
勾
配
よ
り
大
き
い
の
で
、

C
点
は
不
安
定
均
衡
点
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

(
附
前
)
第
六
凶
に
つ
い
て
も
う
少
し
厳
慌
に
云
土
ば
、
町
線
と
回
線

と
の
交
点
が
d
A

と
h
D
L
L
h
u

間
に
あ
り
、

G
が
四
線
の
左
下
方
に
F
が

m棋

の
右
上
方
に
あ
る
と
い
う
こ
左
が
、
カ
ル
ド
ア
林
系
が
釘
六
図
の
よ
う
な

長
気
夜
勤
を
生
み
出
す
の
に
必
要
な
前
提
条
件
で
あ
る
。

さ
て
と
の
よ
う
な
カ
ル
ド
ア
型
の
景
気
変
動
の
休
系
は
今
日
の
景

四



気
分
析
に
お
け
る
有
力
な
流
れ
の
一
勺
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
我
々
の

制
点
よ
り
す
る
時
に
は
こ
の
型
の
体
系
は
ど
の
よ
う
に
則
一
僻
芦
れ
る
で
あ

ろ
う
か
。

第
一
の
吟
味
点
。
ま
ず
じ
の
字
型
前
線
型
投
資
曲
線
に
つ
い
て
み
る
。
乙

の
曲
線
は
、
更
新
を
こ
え
る
粗
投
資
を
含
む
卜
依
短
期
均
衡
点
(
第
一
八
閃

の
f
点
や
万
点
)

L

乙
更
新
に
き
え
も
不
足
す
る
粗
投
資
を
合
む
下
釦
短
期

均
衡
点
〈
第
六
凶
の
d
点
)
を
雌
定
す
る
こ
し
乙
に
よ
っ
て
、
カ
ル
ド
ア
体

カ
ナ
A

系
の
要
の
ま
柱
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
お
い
て
は
投
資
州
線
が

S
字
型
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
ω

そ
の
場
合
に
は

hv

h

と
な
る
と
有
効
需
要
の
水
準
は
ど
ん
ど
ん
上
昇
す
る
が
、
そ
の
問
に
生

産
別
聞
が
経
過
す
れ
ば
生
産
能
力
も
耐
火
す
る
。
こ
の
増
大
し
た
生
産
能

力
い
か
有
効
需
要
を
超
過
す
れ
ば
、
こ
こ
に
不
況
川
力
が
生
じ
る
。
こ
の
場

合
に
は
投
資
山
線
は
S
字
型
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
景
気
円
安
岡
は
や

は
り
生
じ
る
で
あ
ろ
う
ω

カ
ル
ト
ア
休
系
で
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ま
で

分
析
を
及
ぼ
す
こ
と
が
刊
来
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
υ

第
一
一
円

J

吟
味
点
。
次
に
我
々
は
生
産
能
力
と
有
効
需
川
町
の
勤
き
が
革
離

す
る
と
こ
ろ
に
景
気
批
象
の
つ
の
頂
要
な
側
面
が
あ
る
と
考
え
る
の
で

あ
る
が
、
と
の
点
で
は
カ
ル
ド
ア
体
系
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か

ω

我
々
は
こ
の
こ
と
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

乙
の
点
で
の
問
題
の
要
点
は
S
字
型
の
投
賢
曲
線
が
シ
フ
ト
す
る
と
い

う
じ
と
に
あ
る
。
ま
ず
第
六
閣
の
B
点
で
資
本
量
が
増
大
し
て
投
資
曲
線

が
下
方
に
シ
フ
ト
す
ゐ
と
は
何
を
-
立
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か

J

明
ら
か

却
し
烈
分
析
へ
の
追

に、

B
が
一
市
す
有
効
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
物
宇
一
供
給
す
る
の
に
必
要
仕

資
木
長
以
上
の
賢
本
が
現
実
に
存
布
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
主
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
現
実
資
本
量
に
立
脚
す
る
生

産
能
力
は
有
効
需
要
を
超
過
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
投
資
曲

線
は
下
方
に
シ
フ
ト
し
て
景
気
は
ト
降
寸
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
第
六
凶

の
A
点
で
資
木
E
3
が
減
少
し
て
投
資
州
綜
が
土
方
に
シ
フ
ト
す
る
・
と
は
何

咲
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
、
ィ
が

5
7有
効
需
要
に
見

合
つ
や
生
産
物
官
供
給
す
る
の
に
必
要
な
資
本
景
以
下
の
資
本
L
か
現
実

に
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
守
窓
味
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
現
実
資
本
量
に
立
脚
す
る
央
産
能
力
は
有
効
需
要
を
充
足

す
る
に
は
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
投
資
山
線
は
上
方
に

シ
フ
ト
し
て
景
気
は
上
升
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

タ
ル
ド
ア
は
生
産
能
力
主
有
効
需
要
と
の
聞
の
品
離
を
必
要
資
本
量
、
と
現

実
資
本
是
正
の
括
離
と
い
う
間
接
的
な
形
で
主
ら
え
、
更
に
そ
れ
を
投
資

川
線
の
シ
フ
卜
に
反
映
さ
せ
て
、
こ
れ
を
カ
ル
?
ア
淋
系
白
中
に
陀
接
的

5
 

に
と
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

主
し
か
し
な
が
ら
、
生
産
能
力
と
有
効
需
要
の
来
献
を
間
接
的
に
で

は
な
〈
直
接
的
に
と
り
あ
げ
る
体
系
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
又
十
分
な

存
本
理
由
を
持
つ
で
あ
ろ
う
ロ
む
し
ろ
そ
の
と
主
に
よ
っ
て
景
気
過
視
の

分
析
は
い
っ
そ
う
現
実
的
な
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
ロ
我
々
は
こ
の

上
う
な
体
系
の
可
能
性
を
ド
l
マ
1
体
系
白
修
正

ι拡
充
の
巾
に
周
回
す

ご
と
が
川
来
る
と
考
え
る
。

約
九
」
l

一巻

ミ
フ
一

J

1

者

L

7

4

ノ、

ノ、



日
用
気
分
析
へ
の
道

六
、
と
こ
る
E
ド
l

T
ー
の
体
系
は
成
長
叫
論
的
体
系
'
と
し
て
展
開
さ

れ
た
が
、
成
長
到
論
と
し
て
は
ハ
ロ
ヅ
ド
の
体
系
が
ま
ず
あ
ら
わ
れ
た
ω

そ
こ
で
我
々
も
次
に
ハ
ロ
グ
ド
を
と
り
あ
げ
に
い
。

註

ω
ロ
ビ
ン
ソ
シ
に
よ
れ
ば
、
「
ケ
イ
ソ
ズ
と
独
立
に
カ
レ
ザ
キ
ー
が

一
般
理
論
を
発
見
し
た
こ
ル
一
は
、
科
学
上
白
符
合
を
一
市
す
占
典
的
な

例
で
あ
っ
た
」
。

同
国
。
宮
口

S
F
吋
言
泊
三
向
。

h
m号
、
日
時
お
お
弘
吉
宮
崎
同

aavp

H
回
目
山
』
日
U

H
山
由

ω
出

問

巳
O
の

}F
同仇
G
R
V
切
言
、
宮
吋

r
zいて
3
¥
同

2
き
さ
い
。
H
A
ま

r
s
Eヨ
♂
同
∞
∞
田
一
4
Z
H
O
O
仲
町
何

ωωmw〈

川

W

回
同
巳
向
日
〉
]
己
O
ハ

E
E
F
σ
叶
E
Q
ω

円

2
-
P
Sち
司
自

出
向
ぬ
岳

s
h旬
刊
誌
出
三

3
s
h
Z
口
い
て

q
h
a
n科
婦
五
見
足
時
。
吉
見
守
whs言、

σnH

σ可
阿
世
ロ
ヨ
ロ

E《

H
2
0日
gg-
呂
田

P
3
ω
E
U
M
P
E
M
U
忍・

凶
回
目
l
ー

ω日由

我
々
が
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
カ
ル
ド
ア
体
系
は
、
右
の
カ
ル
ド
ア

の
諭
女
の
本
論
に
お
吋
ゐ
所
説
か
一
附
録
に
お
け
る
所
説
心
線
で
僻
釈

し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

川
刊
民
間
巳
岱
O
P
E
A
-
唱
目
白
寸
臼
∞

M
W

投
資
曲
線
が
シ
フ
ト
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
訴
杭
が
投
資
に

及
ぼ
ず
影
容
に
上
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
む
味
で
、
カ
ル
ド
ア
体
系

は
資
本
苔
税
の
問
題
を
取
り
扱
っ
て
い
た
と
い
う
ア
ン
ト
の
主
張

は
首
肯
し
う
あ
。
そ
し
て
ア

l
ソ
ト
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ヅ
グ
ス
体
系
で

第
九
十
三
一
巻

ノ、
P可

第
一
ザ

六
日

は
資
本
部
杭
の
川
越
は
ポ
誌
上
明
示
的
に
は
お
作
布
し
な
い
の
で
あ
Q
O

国
4
F
M
〈

k
r
H
ロ
ハ
惇
民
同
国
日
正
一
m
H
H
m
w仏
⑦
門
司
巳
o
H
V
O
O
H吋
F
H
F
q

nSNhNhpsaL『。足立
N
S
H
G
H
同
E
皇
室
前
。
め
君
主
旬
。
目
玉
の
と

M
E
N
S号、

ト

p
g
肉
、
】
由
印
目
、
出
品
。
日

四

第
三
心
流
れ

一
第
三
の
流
れ
ほ
ケ
イ
ン
一
ス
体
系
の
拡
充
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
成
長

理
論
の
流
れ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
ハ
ロ
ッ
ド
と
ド
1
マ

の

業

績
が
そ
び
え
℃
い
る
。
主
ず
ハ
ロ
ッ
ド
に
つ
い
て
み
る

n

ニ
ハ
ロ
ザ
ド
は
周
知
の
よ
う
に
成
長
率
に
つ
い
て
の
三
つ
の
基
本
方

程
式
を
た
て
て
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
の
あ
り
方
」
り
封
気
一
変
動
白
過
程

ー

を
分
析
し
た
。
そ
り
ア
ケ
ト
ラ
イ
ン
戊
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

現
実
の
成
長
率
合
G
と
し
、
現
実
の
資
本
係
数
を
C
K
L
、
貯
蓄
率
を

s
と
す
れ
ば
、
ま
ず
第
一
の
基
本
方
程
式

口
町

l

h

(

∞)

が
成
有
す
る
。
次
に
生
産
技
術
の
国
ム
り
定
ま
る
必
要
資
木
係
数
を
白
色

し
て
、
第
二
の
基
本
方
程
式

口
H
h
O
U句

(

P

)

が
碇
一
市
さ
れ
.
と
の
式
に
お
い
て
い
山
と

s
と
を
既
知
数
と
し
て
定
ま
る
未

知
数
仏
を
適
立
成
長
時
ハ
宅
再
戸
己
主
H

件
。
丘
四
百
三
月
む
と
し
た
。

そ
し
て
こ
の
ら
に
つ
い
て
ハ
ロ
ッ
ド
は
「
適
正
成
長
率
と
は
、
も
し
モ
れ

が
現
実
に
生
起
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
当
事
者
に
彼
等
が
丁
度
適
正
な



数
量

Z
N
口
町
庄
内
百
回
0
2
2

を
生
記
し
た
た
碓
れ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る

成
長
中
と
さ
れ
る

d
T
hぺ
わ
ら
五
ひ
か
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
〔
向
〕
は
、

彼
等
に
そ
の
川
-
の
成
長
引
小
企
維
持
す
Q

よ
う
な
ほ
え
を
発
生
せ
し
め
る

こ
と
に
な
る
決
芯
を
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
」
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ら
乙
こ
で
、

c

l

p

q

(

与

と
な
れ
ば
、

h
H
H
門
司

と
な
る
が
、
こ
の
こ
と
は
G
と
ら
が
一
致
す
れ
ば
、
羽
実
り
資
本
量
は
必

史
資
本
呈
に
合
致
す
る
こ
と
を
一
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
亡
こ
の
時
に
は
、

企
栄
は
状
態
白
川
吋
夫
の
叩
務
に
満
日
比
し
て
い
る
こ
ー
と
に
な
る
。
そ
し
て
ハ

ロ
ッ
ド

r
よ
れ
は
、
企
業
は
乙
白
状
態
を
維
払
し
つ
づ
吋
ょ
う
と
す
る
で

あ
心
う
と
い
う
の
で
b
h
Q
U

♂
」
の
ぷ
味
川
I
J
M

は
企
業
に
と
っ
て
の
均
一
間
以

長
率
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ひ
左
た
び
6
と
仇
が
一
致
す
れ
ば
、
そ
の

状
態
は
外
部
日
ら
の
街
刊
の
な
い
か
ぎ
り
ひ
き
つ
引
き
維
持
さ
れ
る
の
で

あ
る
】
こ
の
芯
味
て
(
ロ
サ
ド
に
お
い
て
は
均
衡
成
長
地
程
は
持
続
的
で

あ
る

v

史
に
長
不
さ
れ
る
節
三
の
基
本
r
A
E
式
は
、
人
口
地
加
と
技
術
進

歩
に
よ
っ
て
岨
他
と
は
る
段
↑
人
限
心
成
長
半
を
戸
川
予
一
一
ぶ
し
て
こ
れ
を
白
然

成
長
υ半
L

乙
よ
ん
で
、

P
P
M
M
C
H
i
句

云

)

と
ぶ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
つ
の
方
程
式
に
依
拠
し
て
ハ
ロ
ッ
f
は
次
む
よ
う
な
命
出
を
潟

景
気
分
析
へ
の
道

い
に

J

ま
ず
例
式
白
状
態
が
く
ず
れ
ζ

、

ゎ
V
Q
E

( 
戸

《ミー

と
な
れ
ば
、円

〈

町

可

怠

L

乙
な
っ
て
資
本
不
足
と
な
り
プ
ム
が
民
間
す
る
。
こ
れ
は

ω式
の
状
態

を
ま
す
ま
す
は
げ
L
く
さ
せ
、
プ

l
ム
は
加
速
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
制
式

の
状
態
に
は
復
帰
し
な
い
。
逆
に

の
人
目
さ

と
な
れ
ば
、円

V
《
リ
苛

と
な
っ
て
不
景
気
と
な
り
、
こ
れ
は
更
に
加
速
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
命

胞
は
、
均
衡
成
長
過
程
は
不
安
定
な
過
程
で
あ
り
、
そ
の
刷
凶
に
は
遠
心

力
の
場
か
川
仰
い
て
い
る
と
い
う
命
題
に
主
と
め
ら
れ
る

J

次
に
、

G
は
長

期
に
わ
た
っ
て
仏
以
上
に
は
な
り
え
な
い
か
ら

日
s
v
h
s

の
叫
に
は
、
長
期
的
に
み
れ
ば

R
S〉
日
持
〉
日

と
な
っ

t
経
済
は
長
期
停
滞
の
過
程
に
は
い
る
こ
と
に
な
令
。
こ
の
こ
と

は
迎
一
止
成
長
率
が
自
然
成
長
点
よ
り
も
大
矢
い
時
に
は
長
淵
停
滞
の
経
済

過
起
が
進
行
す
る
と
い
う
命
組
に
ほ
か
立
b
な
い
。

以
上
が
ハ
ロ
ッ
ド
体
系
の
基
本
僻
遣
で
あ
る
。

三
こ
れ
に
た
い
し
て
ド

Y
i
の
成
長
山
田
論
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

第
九
十
一
番

第
一
号

一ハ冗

/、
--/，: 



景
気
分
析
へ
の
道

3
 

あ
る
。ド

マ
ー
は
ま
ず
完
全
日
舶
用
町
一
時
の
総
生
産
高
を
経
済
の
乱
産
能
力
と

し
て
、
こ
の
生
産
能
力
の
増
大
を
も
た
ら
す
も
の
は
何
で
あ
る
か
合
尋
ね

て
、
そ
れ
は
新
投
資
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
こ
で
新
投
資
一
単
位
の
年
牛
産

能
力
(
純
付
加
価
恥
)
を

s
と
す
れ
ば
、
社
会
の
生
産
能
力
の
増
加
は

同一切

と
な
る
。
(
こ
こ
で
ー
は
新
投
資
で
あ
る
〉
。
し
か
し
普
通
は
社
会
の
パ
コ
産

能
力
の
増
加
は
こ
れ
よ
り
も
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
新
投
資
が
労
働

力
を
旧
L
一
技
術
よ
り
引
き
抜
い
て
く
る
時
に
は
そ
の
設
備
の
比
七
罵
能
力
は

低
下
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
又
新
し
い
設
備
は
旧
い
設
備
、
と
統
合
し
て
旧
い

設
備
を
実
業
界
よ
り
追
い
聞
す
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

主
事
情
を
考
慮
し
て

γ
1
マ
l
は
、
投
資
の
炉
在
的
・
社
会
的
平
均
dtι

性
を

c
で
あ
ら
わ

L
て、

れ

m

q

Z

と
す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
社
会
同
一
性
産
能
力
P
の
増
加
は
次
の
よ
う

に
し
て
一
市
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

h
H
v
l
z
 

(芯

こ
れ
が
ド

1
マ
l
体
系
の
供
給
側
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。
次
に
需
歩
側
に

つ
い
て
は
ド
1
マ
ー
は
ケ
イ
ン
ズ
の
来
数
理
論
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
。

す
な
わ
ち
、
限
界
堂
前
性
向
を

α
と
す
れ
ば
、
有

9h要
Y
の
相
川
は
次

の
よ
う
に
一
不
き
れ
る
。

h
h

一て
H
M
A
H

円
割

骨
品

第
九
十
一
一
巻

、一、
/

」

/

告主

、弘一、
/
一
a
f

な態と
ら を こ
なひろ

Q 戸いきで
とロつ経
日すづ消
えたき b，

わ 市a、
ち持最
次す初
のるに
よた完
うめ全
にに雇
な"に用
る、状
。AY態

とに
jpあ
との
が、
普こ

し の
く 完
な全
け雇
れ用
ば状

h
h
 

叫
1
1
2

こ
の
式
の
出
る
、
と
こ
ろ
は
、
完
全
日
胆
川
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
投
資
は

M

の
率
で
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
主
で
あ
る
a

更

に

ド

マ

は

所

得

(
1有
効
需
要
)
は
抄
企
の
一
定
佑
数
で
あ
る

と
仮
定
す
る
こ
主
に
よ
っ
て

与
問

h
L「

H

l

l

(

忘

吋

同

で
あ
る
と
し
、
し
た
が
ハ
て
完
全
扉
用
者
判
持
す
る
た
め
に
は
、
所
得
も

叉
師
同
率
で
成
長
L
な
け
れ
ば
な
ら
肉
、
と

L
t
の
で
あ
ヱ
ヤ

四
さ
て
こ
の
よ
号
に
独
な
に
展
開
さ
れ
た
ハ
ロ
ヴ
ド
の
体
系
、
と
ド

1

5
 

マ
ー
の
体
系
E
は
相
互
に
ど
の

E
う
な
関
係
に
立
つ
で
あ
ろ
う
か
。
と
の

問
題

r
つ
い
て
の
ハ
ロ
ッ
ド
自
身
の
且
解
は
一
九
五
九
年
の
「
ド
1
マ
ー

と
動
諸
経
済
学
」
と
い
う
論
寸
一
で
示
さ
れ
士
。
我
々
の
当
面
の
問
題
に
つ

い
て
の
こ
の
論
文
に
お
け
る
ハ
ロ
ッ
ド
の
主
張
は
次
の
よ
う
に
三
つ
の
段

階
よ
り
な
る
u

第
一
段
階
。
ま
ず
ハ
ロ
γ

ド
は
、
下
l

マ
!
の

σ
は
ハ
ロ
ヴ
ド
の

G
の

逆
数

r等
し
い
と
い
う
。
す
な
わ
ち

戸

7
l
 

n司

( ーと会



で
あ
る

n

そ
L
て
ド

I
マ
ー
の
a
と
ハ
ロ
ヴ
ド
の
s
と
は
共
に
貯
蓄
性
向

で
あ
っ
て
相
等
し
い
。
主
こ
ろ
で
ド
l

マ
ー
に
あ
ぶ
て
は
制
式
が
あ
る
の

で
、
ド
1
マ
ー
の
納
式
の
M
一
ー
を
打
一
Y
で
と
り
か
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
う
す
る
と
ド

l
マ
l
の
基
本
方
れ
式
仰
は
、
〈
ロ
ヲ
ド
の
筑
正
成
長
率

に
つ
い
て
の
基
本
方
程
式
に
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
段
階
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
ハ
ロ
ヲ
ド
は
、
ド
l
マ
ー
に
お
け
る
s

と
σ
ー
と
の
差
異
に
刊
意
を
向
け
る
。
そ
し
て
、
労
働
が
十
分
県
需
に
あ
れ

ば
経
済
は
同
の
率
で
成
長
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
ハ
ロ
ッ
ド

の
迎
正
成
長
率
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
、
も
し
労
働
が
不
足
す
る
な

ら
ば
経
協
聞
の
成
長
率
は
M
d
a
で
押
し
下
げ
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
、
こ

れ
こ
そ
は
ハ
ロ
サ
ド
の
自
然
成
長
率
に
守
し
い
も
の
で
あ
る
、
と
し
1
い

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ハ
ロ
y

ド
は

白

S
H
E

C司君
"

Q

G

で
あ
る
己
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
段
階
。
こ
乙
で
更
に
ハ
ロ
ヴ
ド
は
ド
l

マ
i
休
系
で
の
帥
式
に
注

目
し
て
、
ド
l

マ
1
休
持
は

わ
さ

V
C
4

の
体
系
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
長
期
的
に
み
れ
ば

、

町

S
〉
町
J
v
m

と
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
長
期
停
滞
町
一
状
態
で
あ
る
ω

こ
の
よ
う
に

じ
て
ハ
ロ
ゾ
ド
H
h
r
l
マ
l
町
崎
を
吟
味
し
つ
つ
「
六
二
つ
の
、
担
論
が
非

景
気
好
析
へ
の
道

常
に
接
近
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

S

が

σ
乞
超
過
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
突
に
、
私
が
論
じ
た
適
正
成
長
率
が
自
然
成
長
取
を
起

7
 

過
し
て
い
る
状
態
を
表
現
す
る
も
う
一
つ
の
方
法
な
の
で
あ
る
L
K
断
定

す
る
の
で
あ
る
。

五
さ
て
そ
れ
で
は
ハ
ロ
ヅ
ド
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
ド

I
Y
1僻
釈
は

首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

我
々
は
ハ
ロ
ヲ
ド
の
ド

1
守

I
解
釈
の
第
一
段
階
に
羽
目
し
た
い
。
た

し
か

r
ハ
ロ
ッ
ド
の
云
う
よ
号
に
、
ハ
ロ
y

ド
の

s
と
ド

l
マ
l
D
U
と

が
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ハ

P

ザ
ド
の

ιの
逆
数
L

乙ド
l
マ
ー
の

σ
、
と
が
同

A
M
、
h
L「

じ
も
の
で
あ
れ
ば
、
ハ
ロ
ヴ
ド
の
ら
と
ド
1
マ
!
の

H
l
l

r、
吋

L
「

同
一
の
数
航
を
E
る
。
こ
の
こ

k
は
計
算
上
の
自
明
の
坦
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
両
者
の
数
値
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ハ
ロ
ッ
ず
の
ら
L

乙

A
〕べ

A
N

ド

マ

の

1
1
1
1
1
と
が
司
一
の
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意

削
、

L
N

味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ハ
ロ
ッ
ド
の
仏
は
既
に
み
た
よ
う
に
企
業
の
行

動
の
仕
方
に
閑
述
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
町

H
F句
、
と
な
る
時
に
は
、

企
業
は
こ
の
仏
の
数
値
を
維
持
す
る
よ
う
に
決
意
し
行
動
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
品
は
企
業
の
視
点
よ
り
み
た
時
の
均
衡
を
一
五
す
も
の
な

の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
仇
は
企
業
均
衡
を
伊
江
す
る
成
長
率
で
あ
る
。

h
J
炉、

h
b
H

し
か
し
ド
l
マ
l
L
あ

っ

て

出

可

1
叫
に
は
そ
の
よ
う
た
内
容
は

存
在
し
た
い
。
モ
れ
は
経
済
引
会
合
体
が
完
全
匝
用
を
維
持
す
る
の
に
必

要
な
成
長
J

牛
で
あ
ゐ
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
完
全
需
用
を
保
証

れ民て

ず
る
成
長
半
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ハ
ロ
ヴ

I
の

ιと
ド
1
勺

l
の

ペ

ー

第
九
十
三
巻

第
一
号

/、
七

ノ、

じ



景
山
刈
分
析
へ
り
近

山
ー
よ
り
差
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
同
者
が
数
値
的
に
一
致
し
た
と
し

て
も
、
こ
の
両
者
の
間
に
あ
る
阜
県
古
川
旧
す
己
と
は
出
来
な
い
白

こ
の
よ
う
な
Y
L
見
は
改
の
点
を
考
出
ず
る
川
に
ま
す
ま
す
明
ら
か
と
な

る
。
ハ
ロ

y

ド
で
は
fw
品
川
弘
突
の
も
の
と
た
フ
た
時
に
は
、
パ
す
な
わ
ち

c
l
p
q
と
な
っ
た
時
に
は
え
と
の
ら
は
持
続
的
に
維
持
さ
れ
つ
づ
け
る
。

こ
の
と
と
は
仇
が
企
業
行
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
ハ
ロ
ッ
ド
の
想
定
に

閃
述
し
亡
い
る
こ
と
に
根
拠
ぜ
持
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ド
マ
で
は
、

h
h

町

、

同

iL
ド
ー
マ
ー
の

H
l
Q
q
m
r
刷
川
去
の
も
り
と
な
っ
て
も
、

問

L
1

(
す
な
わ
ら
M
が
泣
い
工
の
は
円
以
半
に
合
致
し
亡
も
〉
‘
そ
れ
が
持
統
的
に

維
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
ド
マ
の
体
r
A
m

内
で
は
予
く
わ
か
ら
な
い

の
で
あ
る
。

i

一
の
こ
と
は
ド
!
マ
ー
の
吋
か
企
業
行
動
の
あ
り
方
と
は
全

く
保
関
係
の
も
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
単
に
経
済
社
会
人
主
体
と
し
て
の
完
全

一
恒
出
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
成
長
ヰ
z
d
一
ボ
す
も
の
に
す
ぎ
な

い
乙
と
に
出
土
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ロ
ッ
ド
で
は
G
が
現
!
大

の
も
の
と
な
れ
は
そ
払
は
持
続
的
で
あ
る
が
、
ド

l
マ
!
の
削
は
た
と
え

と
れ
が
羽
突
の
も
の
と
な
っ
て
も
そ
れ
が
持
続
的
か
ど
う
か
は
未
知
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
先
兵
は
ハ
ロ
ヲ
ド
に
よ
る
ド
l
r
l
解
釈
を
く
つ
が
え

す
の
に
全
一
く
ャ
分
で
あ
る
。

こ
う
し
て
ハ
ロ

y
ド
に
よ
る
ド
!
マ

l
解
釈
り
第
一
段
階
の
立
論
は
く

ず
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
に
韮
慌
を
も
っ
第
二
段
階
の
立
品
も
く
す
れ
、

吏
に
第
一
一
段
附
に
本
礎
を
も
っ
治
一
段
階
円
以
論
も
く
ず
れ
る
。
こ
う
し

て
我
々
は
ハ
ロ
y

ド
に
よ
る
ド
l
マ
l
解
釈
を
首
宵
す
る
こ
と
は
出
来
な

第
九
一
、
巻

M 

，.11 

勺J

ノ¥

ノ、、

、
¥

ノノ

い
の
で
+
占
ν
G
。

六
我
々
は
吏
L
進
ん
で
技
丸
分
析
の
制
点
よ
リ
ハ

ν
ヴ
ド
と
ド
l
マ

ー
を
考
察
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

す
で
に
み
に
す
ノ
に
ハ
ロ
ッ
ー
に
お
い
で
は
坑
J
M
分
析
の
配
諭
が
展
附

さ
れ
て
い
る
じ

ιL乙
仇
の
草
川
慨
は
景
気
変
助
ιγ
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
ミ
に
は
不
安
定
性
原
理
一
が
作
用
し
て
き
て
虫
気
過
程
は
以
杭
的

い
れ
進
行
す
る
の
で
あ
る
υ

と
こ
ん
で
、
ロ
ァ
ド
に
h

お
い
て
こ
の
よ
う
な
立

論
が
川
必
酷
で
あ
っ
た
似
蜘
は
‘
ハ
ロ
ゾ
ド
体
一
請
に
企
業
行
引
に
閃
州
す
る

fw
が
合
ヱ
叫
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
丸
山
こ
の
仇
ー
か
一
行
在
す
る
た
め
に
、

ハ
ロ
ァ
ド
体
系
は
単
な
為
成
長
世
論
の
什
を
ふ
み
出
し
亡
景
気
分
析
を
も

臼
U
の
体
系
の
中
に
ふ
く
む
、
」
と
が
山
来
た
の
で
あ
る
c

と
こ
ろ
が
ド
l
マ
l
休
糸
に
は
企
栄
ノ
什
助
を
規
定
一
Z
Qー
も
の
は
存
在
し

な
い
υ

あ
る
の
は
た
だ
完
全
印
刷
用
の
条
何
で
あ
る
υ

し
た
が
っ
亡
現
実
の

経
済
が
2
の
よ
う
に
動
く
か
に
つ
い
て
は
ド
マ
体
系
か
ら
は
聞
く
こ

と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
成
税
ド
マ
に
は
、
羽
史
の
成
長
率
γ
が

克
介
同
用
の
均
街
此
長
率
副
主
下
廻
れ
ば
生
出
能
刀
は
完
全

ι
は
利
用
さ

れ
亡
い
な
い
と
い
う
川
市
川
市
川
は
J

ぬる
υ

て
し
て
ド
マ
は
、

い可

。H
H
H
l
l

Q
q

う9
 

と
し
て
、
こ
の
0
を
牛
正
能
力
む
利
川
係
数
と
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ

の
よ
う
な
状
況
の
場
合
/
ル
経
済
は
ど
の
」
う
に
推
移
し
て
景
気
過
程
を
生

み
出
す
か
と
い
う
三
と
V
つ
い
て
は
山
削
減
的
な
展
開
は
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
c



こ
の
よ
う
に
ハ
p
y
ド
体
系
は
景
気
分
析
を
肯
ん
で
い
る
が
、
ド

1
マ

休
系
は
そ
れ
を
含
ん
で
い
な
い
ι

ぞ
札
で
は
ド

l
勺

1
体
系
は
景
気
分

析
に
た
い
し
て
無
力
で
あ
わ
う
か
。
我
々
は
そ
う
は
考

f
k
い
。
我
々
は

ド
マ
休
一
君
、
哲
」
な
修
正
と
拡
充
の
彼
方
に
、
軍
気
分
析
の
雄
大
な

凱
肝
が
聞
け
て
〈
る
の
を
み
る
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
と
と
を
考
察
す
る

3

註
川
同
町
出
R
E
C
~
〉
ロ
ロ
2
4
5

ヮ
M
A
H
P
H
H
E
H
v
g

コJ
H
S
P

ド
ロ
勾
G
h見
zhhwNYN
匂
N
R
2
b
E
h
円

v
h
N
2
是
正
〈
ぬ
と
ミ
E
N
H
悼
式
。
ミ
タ

一
戸
市
百
戸
市
市
V
N
C
O
I
N
]
匂

出
吋
出
戸
片
岡
山
w
p
H
J
9
8
お
き
N
h
a
司
い
て
認
さ
一
三
h
h
E
E
C
-
お
Z
F
日
h
E
F

F
⑦
の
C
M
H
O
吋
げ
吋
0
0

川W

河
町
出
m
w
H
2
P
〉
ロ
何
m
n
3
5
口
百
E
E
O
J
5
2同
J
J
H
U
呂
、

向
。
札

L
J
口

M
O日

川
川
ロ
ロ
り
つ
E
Z
}
同
日
匂
お
り
~
G
E
N
t
H
官
。
て
い
て
え
同
芸
誌
〔
ど
ま
町

日材、cghb
】

u
m
J
J
同
窓
口
叫
印
刷
H
H
H
ぐ
吉
正

4
〈

rf
町
健
一
川
沢
「
経
済

成
長
の
州
前
」
川
和
一
一
一
川
介
、
計
・
川
五
前
主
υ

ω
ロ
ロ
目
。
自
己
一
忌
N
h
〉
ロ
古
田
7
u
u
宇
野
沢
、
前
掲
詩
、
一
口

七九れ
u

同
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
「
E
-
D
ド
l
マ
l
教
授
は
、
ハ
ロ
ッ
ド

氏
と
は
独
J
V
一
勺

ω
君
主
〈
川
口
2
R
E
E
5
p
に
つ
い
亡
の
木
江
的

に
は
け
一
の
机
却
で
あ
る
も
り
を
提
示
し
て
い
る
」
と
去
っ
て
い
る
。

】
ロ
o
E
ロ
切
。
ロ
吋
b
R
i
た
Q
N
G
G
¥
L
「
乏
2
2
N
h
H
N
o
n
N
G
h
言
、
同
2
4
旬
、

右
足
目
白
む
ロ
L
P
L
、
以
下
本
文
で
論
じ
る
よ
う
に
、
我
々
は

RM小トト刈八hμ日刊へり〆地

こ
の
見
昨
に
刊
誌
し
え
な
い
s

川W

同

町

回

目

E
ハ
P
U
C
自
民
自
己
口
百
E
H
R
F
2
5
5
2
一
豆
町

同
九
h
o
s
e
さ
呂
h
o
室
、
B
h
丸
一
口
ぬ
の
}
H
E
P
E
u
h
h
m
H
品
。
仏

約
同
町
田
E
Z
D
-
芯
丘
一
旬
色
町
寸

制
ハ
ロ
ヅ
ド
の
不
安
定
性
原
即
は
、

γι

え
で
何
相
し
た
P
M
の
有
在
に

依
有
す
あ
の
み
で
な
く
、
版
密
に
云
え
ば
、
更
に
町
小
山
川
率
h
T
丘
十
命
保

数
の
一
小
宮
性
に
も
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
u

し
ん
が

っ
て
、

G
と
G
が
荊
附
し
た
時
に
、
利
子
卒
ゃ
例
杭
刀
、
介
旧
率
計
変

化
し
た
り
技
術
涯
手
が
お
こ
な
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貯

U
J
川
市
や
資
本
係
数
が
変
化
す
る
場
介
に
は
、
こ
の
不
安
定
性
原

muは

改
め

E
味
味
さ
れ
山
会
れ
ね
ば
な
ら
な
く
た
る
。
こ
の
間
組
に
つ
い

て
は
グ
り
1
Y
の
論
究
が
布
益
で
あ
る

同

kr

』
口
2
0
口
一
の
目
当
仲
町
民
。
札
口

F
円

P
M
V
H
仲
間
-
E
C
m
x
m
w

ぴ
戸
界
一
v
J
叫
」
Z
同
h
Q
芯
。
き
目
巳
E
E
3
五
円
ヨ
ロ
ロ
ロ
n
F
H
唱
。
。
古
市
町
一
叶
寸
一
凶

付
加
ロ
ロ
。
E
m
v
p
S
丘
、
M
U
U
1
叫
ん
了
野
沢
、
山
崎
料
、
八
九
五

υ

五

刊
元
気
分
ー
杭
へ
の
道

一
我
々
は
ド
マ
!
の
凶
式
を
ψ
M
W
寸
に
修
正
し
拡
布
す
る
」
と

ι
r

ウ

ζ

長
気
分
析
へ
の
道
党
問
州
す
る
こ
と
日
出
来
る
主
考
え
る
。

ニ
ヨ
ず
我
々
は
ド
i
T
!
の
凶
式
た
次
の

l
う
に
修
正
す
る
。

ド
l
マ
l
は
社
会
の
ペ
民
能
力
中
J
一
会
γ
陪
川
の
川
明
合
の
総
バ
Y
札
市
と
{
ん

設
し
た
が
、
我
々
は
こ
の
概
念
を
変
更
し
て
村
会
の
生
ー
汁
能
力
P
と
は
杵
J

第
九
J
I
-
-

省

自3

T ， 
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君
気
分
析
へ
心
泣

本
を
正
山
市
な
水
準
で
稼
動
し
た
山
の
総
生
産
高
で
あ
る
と
定
義
す
る

G

そ

し
て
資
本
一
単
位
の
潜
在
的
な
社
会
的
平
均
生
産
性
を
ド
l
マ
ー
に
な
ら

っ
て

σ
と
す
る
a

こ
れ
が
我
々
白
供
給
国
の
諸
概
念
で
あ
る
ω

需
要
町
に

つ
い
て
は
ド
l
マ
l
と
同
じ
く
有
効
需
要
Y
に
つ
い
て
の
乗
数
の
理
論
を

採
用
す
る
a

投
資
を
f
と
し
て
限
界
貯
蓄
性
向
を

α
と
す
れ
ば
、
政
々
の

場
合
も
均
衡
成
長
の
条
件
は
、

A
H
 

I
-
-
a
q

官世

阿

と
な
る
。

し
か
し
概
念
D
変
更
に
よ
っ
て
、
我
々
の
均
衡
成
長
の
条
件
式
は
ド
l

マ
ー
の
そ
れ
と
形
式
は
同
じ
で
あ
る
が
内
容
は
来
る
。
ド
マ
の
そ
れ

は
完
全
雇
用
を
維
持
す
ゐ
よ
う
な
均
衡
成
長
白
条
件
式
で
あ
る
が
、
我
々

の
そ
れ
は
資
本
を
正
常
な
水
市
で
稼
動
す
る
場
合
白
均
衡
成
長
の
条
件
式

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
我
々
の
均
衡
成
長
の
条
刊
は
完
全
雇
用
を
判
等
保

証
す
ゐ
も
の
で
は
な
く
、
失
業
の
存
在
を
排
除
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
不
完
全
雇
用
の
均
衡
成
長
を
排
除
し
な
い
の
で
あ
る
。

以
ょ
が
ド
1
マ
l
体
系
の
修
正
で
あ
る
。

三

L
か
L
以
上
の
所
論
だ
け
か
ら
は
均
街
成
長
の
条
件
以
外
の
も
の

は
何
も
出

τこ
な
い
。
こ
の
条
件
と
の
関
逼
に
お
い
て
現
実
過
程
の
動
き

を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
企
業
の
投
資
行
動
の
理
論
が
必
要
に
な
る
ω

こ

れ
は
ド

1
ず

l
体
系
に
は
存
配
し
な
か
っ
た
が
、
景
気
分
析
へ
の
追
を
閣

拓
す
る
に
は
こ
れ
が
必
要
に
な
る
ω

こ
の
点
で
は
我
々
は
ド
1
7

体
系

を
鉱
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
三
巻

-fc 
O 

第
一
号

』

O 

ま
ず
経
済
過
程
が
倒
式
の
条
件
を
み
た
し
て
い
た
と
し
よ
う
。
段
資
は

M
D
率
で
伸
び
て
き
て
も
な
お
有
効
需
要
と
生
産
能
方
は
均
衡
し
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、
相
互
に
競
争
し
古
う
諸
企
業
は
投
資
の
仲
び
を
更
に
拡

大
し
よ
ラ
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
あ
る
企
業
者
が
利
潤
を
追
求
し
て
生
産

要
素
の
新
し
い
結
合
を
行
う
色
、
仙
の
企
業
者
も
利
潤
追
求
の
た
め
に
こ

の
結
合
を
扶
倣
し
、
あ
る
い
は
よ
り
新
し
い
結
合
を
採
用
し
て
競
争
す
る

コ

で
あ
ろ
う
」
か
ら
、
全
体
と
し
て
の
投
資
日
成
長
半
は
師
以
上
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
乙
と
に
な
る
で
あ
る
う
っ
す
る
と
次
の
式
が
成
り
立
つ
。

世
V

E

(

弘

同

時

H
G
司

忍

〉

怠

す
る
と

いに
H
V
q
H

Q
 

と
な
る
。
こ
れ
は
有
効
需
要
の
増
加
が
生
産
能
力
目
端
加
よ
り
も
大
き
い

こ
と
を
す
小
し

τい
る
。
こ
こ
に
ブ
ム
が
展
開
す
る
。
物
価
も
上
井
す
る

で
あ
ろ
九
。
す
る
と
投
資
自
伸
び
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
や
は
り
次
の
式
が
成
立
す
る
。

性
V

E

(

h

h

h
〉

O

G
ヰ

)

容

そ
こ
で
M

別
式
と

ω式
と
を
一
括
し
て

h
H
 

J
刊
〉

E
(
h
h
N
U
W
D
G早
)

(

昌

と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
(
勿
論
こ
の
式
は
普
極
支
当
的
に
常
に
成
立
す

る
式
で
は
な
い
。
企
業
間
競
争
が
弱
ま
っ
た
り
、
巨
大
な
設
備
投
資
が
一

挙
に
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
な
時
の
直
後
は
、
投
資
は
必
ず
し
も
M

を
上
廻

る
成
長
率
で
仲
び
る
と
は
限
ら
な
い
。
)



次
に
い
叫
資
が
均
衡
成
長
半
に
弐
は
な
い
場
合
に
ほ
、

A
N

、

|

〈

雪

h

f

 

と
な
る
が
、
こ
れ
は

山
A
N
〈巳

ぬ

で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
E
は
有
効
需
要
の
増
加
は
生
産
能
力
の
増
加
に
及
ば

な
い
と
い
ラ
乙
と
に
な
る
。
こ
孔
は
景
気
下
降
白
圧
力
を
持
つ
で
あ
る
う
。

物
価
も
下
落
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
投
資
が
更
に
衰
え
る
な
ら
ば
、
景

気
下
降
は
更
に
は
げ
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

ζ

の
よ
う
に
我
々
は
ド
l
マ
1
体
系
を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投

資
過
程
と
い
う
同
一
目
恭
儲
過
程
か
ら
出
て
来
る
有
効
需
裂
の
勤
き
と
生

産
能
力
の
勤
き
の
靖
駐
在
分
析
す
る
景
気
分
析
へ
の
道
か
聞
け

τく
る
の

を
見
る
の
で
あ
る
。

四
こ
の
よ
う
な
i

l
マ
l
休
系
の
拡
充
と
し
て
の
我
々
の
体
系
O
特

色
は
次
の
よ
う
な
も
白
で
あ
る
。

錦
一
の
特
色
。
我
々
。
投
資
は
加
速
度
原
理
に
依
拠
せ
ず
、
し
か
も
説

々
の
体
系
は
有
効
長
国
主
と
生
産
能
力
の
一
ヰ
離
を
商
接
に
問
題
と
す
る

u

第
二
の
特
色
。
我
々
の
投
資
は
S
字
型
投
資
函
数
に
制
約
さ
れ
る
ζ

と

は
な
い
。
し
か
も
我
々
は
カ
ル
ド
ア
よ
り
も
い
っ
そ
う
直
接
に
有
効
官
製

と
生
産
能
力
と
の
北
離
を
同
題
と
す
る
。

第
三
の
特
色

9

ハ
ロ
ッ
ド
体
系
で
は
、
均
恥
聞
が
ひ
と
た
び
成
立
す
れ
ば

経
済
は
持
続
的
に
均
衡
を
維
持
す
る
。
た
だ
何
等
か
の
外
的
風
困
に
よ
っ

て
現
実
が
均
衡
よ
り
離
れ
た
時
に
は
不
安
定
性
川
町
理
に
よ
っ
て
現
実
は
ま

景
気
分
析
へ
の
道

す
ま
す
均
衡
よ
り
靖
離
す
る
。
し
ナ
し
我
々
の
体
系
で
は
ゆ
式
が
作
用
す

る
た
め
均
衡
が
た
と
え
成
記
し
て
も
、
そ
れ
は
外
部
か
ら
の
何
学
の
撹
乱

も
な
し
に
現
実
は
均
衡
よ
り
前
離
し
始
め
る
。
し
た
が
っ
て
我
々
の
均
衡

は
外
部
か
ら
の
撹
乱
な
き
時
に
も
持
続
的
で
は
な
い
山
1

第
四
の
特
色
。
我
々
の
体
系
は
有
効
需
認
の
勤
き
と
生
産
能
力
の
勤
き

を
直
接
に
つ
か
ま
え
る
こ
主
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
同
者
。
手
臨
よ
り
物
価
の

変
動
も
こ
れ
生
直
接
に
取
り
扱
う
こ
と
が
出
米
る
。

註

ω
岸
本
誠
二
郎
「
経
済
学
要
論
」
昭
和
三
八
年
、
九
一
心
瓦
υ

ω
ハ
i
y
前
述
べ

τ
い
る
よ
う
に
、
ド
1
マ
1
体
系
で
は
旧
憎
む
メ

カ
一
一
ズ
ム
が
作
川
し
な
い

u

司

出

国

mwvp(
∞。
o
r
同
空

E
毛
)
河
口
同

)
u
E号、
ω
何
ω
E
V
A

百
件
F
O
叶
V
0
0
4、
丘
向
。
。
口
。
E
E
m
H
o
d
z
y
H
c
m
u
-
-
同
E
M曲。

さき
m
p
H
A。
品
目
Z
F
H匂日回、

HV
曲
目
印

し
か
し
我
々
の
悼
系
で
は
有
効
需
裂
と
生
産
法
刀
が
君
離
す
る
と

こ
ろ
よ
り
仙
摘
が
変
化
す
る
。
」
れ
は
当
然
な
が
b
経
済
体
系
の
動

ぎ
に
反
作
用
す
る
で
b
b
う
ω

ω
!万
ル
ド
ア
の
云
う
工
う
に
、
均
街
心
安
定
性
は
我
々
が
ど
の
J
う

な
企
業
者
行
動
を
想
定
す
る
か
に
よ
っ
て
主
常

ι県
つ
亡
く
る
。

当

出

門

戸

E
O円
』
日
古
川
回
目

-
E
c
z
z
g
J『

E色
。

門

叶

n
-
P
叶
吉

岡

2
5
S立
』
ぬ
室
、
室
、
一
口
。
。
』
円
回
目
一
市
由
民

我
々
は
更
に
進
ん
で
、
均
衡
そ
れ
肉
体
が
外
部
よ
り
の
撹
乱
な
k
F

場
合
に
持
続
的
で
あ
る
か
ど
う
か
も
又
、
企
業
者
行
動
全
ど
り
よ

5
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景
気
分
析
へ
の
道

な
も
の
ー
と
考
え
る
か
に
J

っ
て
き
ま
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
い

υ

我
々
の
体
系
で
は
制
式
の
一
市
す
企
業
者
行
耐
が
均
術
企
非
持
続
的
な

ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

，、

士
日

ι
ホ

び

一
我
々
は
同
一
の
経
済
泡
松
の
中
か
ら
弁
じ
る
有
効
需
豆
の
動
き
と

生
産
能
力
の
動
き
と
が
靖
附
す
る
と
ζ

ろ
よ
り
景
気
変
動
が
生
じ
る
k
考

え
る
。
叉
と
れ
を
分
析
す
る
景
気
分
析
の
休
系
も
こ
の
と
と
を
市
按
に
反

第
九
イ
三
巻

純
一
サ

一じ

一己

映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
ω

=
と
こ
ろ
で
l

l
マ

l
休
系
は
完
士
院
用
円
均
陶
成
長
の
条
件
を
一
市

す
も
の
で
そ
こ
に
は
景
気
分
析
は
合
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

L
ド

!

?
l
休
系
を
適
当
に
修
正
し
と
れ
を
拡
充
す
る
と
と
に
よ
っ
て
我
々
の
望

台

r
う
な
景
気
分
析
の
#
系
含
得
る
迫
が
ひ
ら
-
け
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
我
々
は
と
の
こ
と
を
こ
と
で
示
L
得
た
と
考
え
る
。

(
一
九
六
三
今
一

C
H
三
日
〕


